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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

 
 

９
月
２
日 

市
駅
前
吉
宗
像
前
宣
伝
、
会
議 

３
日 

医
労
連
大
会
あ
い
さ
つ 

４
日 

会
議 

 
 

 
 

５
日 

河
西
無
料
生
活
相
談
、
社
保
不
服
審
査
請
求
行

動
、
議
会
準
備 

６
日 

会
議
、
県
大
運
動
要
求
行
動 

７
日 

議
会
準
備 

８
日 

本
会
議
、
市
駅
無
料
生
活
相
談 

 
 

 

 

９
月
に
入
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

切
実
な
く
ら
し
の
要
求
を
県
に
届
け

る
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
来
年
度
の
予

算
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
９
月
議
会

も
が
ん
ば
り
ま
す
。
先
日
、
後
期
高
齢

者
医
療
や
国
保
の
保
険
料
納
入
状
況

の
直
近
デ
ー
タ
ー
（
２
０
１
５
年
６
月

１
日
）
を
求
め
ま
し
た
。 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納

者
数
は
８
３
６
人
、
短
期
被
保
険
者
証

交
付
は
１
７
０
人
で
す
。
差
押
え
件
数

２
３
件
、
国
保
で
は
滞
納
１
０
、
４
６

５
世
帯
で
す
。
差
押
え
は
１
４
５
世
帯

で
す
。
短
期
被
保
険
者
証
交
付
は

３
，
４
５
１
世
帯
で
、
被
保
険
者
資

格
証
明
書
は
２
、
０
３
３
世
帯
に
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

保
険
料
が
払
え
ず
医
療
を
受
け

ら
れ
な
い
、
が
ま
ん
を
し
て
い
る
な

ど
、
命
に
関
わ
る
問
題
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
党
議
員
の
生
活

相
談
所
に
お
越
し
下
さ
い
。 

 

安
倍
内
閣
は
参
院
選
が
終
わ
っ

た
と
た
ん
、
医
療
・
介
護
の
改
悪
を

一
気
に
具
体
化
し
始
め
ま
し
た
。 

 

医
療
で
は
参
院
選
投
票
日
の
わ

ず
か
４
日
後
に
７
５
歳
以
上
の
窓

口
負
担
を
現
在
の
１
割
か
ら
２
割

に
倍
増
す
る
計
画
を
議
論
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
一
人
が
声
を
上
げ
、

力
を
あ
わ
せ
て
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

   

８
月
２
８
日
大
門
み
き
し
参
院
議
員

の
参
加
で
、
参
議
院
選
挙
後
の
国
会
の

様
子
や
経
済
問
題
な
ど
で
講
演
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
会
場
は
満
員
で
講
演
の

あ
と
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。（
写
真
）  

 

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
）
が
２
０
１
５
年
度
（
１
５
年
４
月
～
１
６
年
３

月
期
）
で
５
兆
３
千
億
円
の
運
用
損
失
し
た
の
は
以

前
に
書
き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
今
年
４
～
６
月
期
も
５
兆
２
３
４
２

億
円
も
の
巨
額
損
失
と
は
驚
愕
で
す
。
１
４
年
に

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
「
株
高
」
と
見
せ
か
け
る
た

め
、
株
投
資
を
倍
増
し
て
公
的
年
金
か
ら
流
し
込
ん

だ
ア
ベ
首
相
の
責
任
で
す
。
だ
が
本
人
は
「
長
い
目

で
み
れ
ば
利
益
は
で
る
」
と
平
然
と
し
て
い
ま
す

が
、
株
式
投
資
の
拡
大
後
は
累
積
で
も
１
兆
円
こ
す

損
失
で
す
。
２
月
の
予
算
委
員
会
で
「
想
定
の
利
益

が
出
な
い
な
ら
当
然
、
支
払
い
に
影
響
す
る
」
と
年

金
減
額
に
言
及
。
国
民
か
ら
預
か
っ
た
資
金
を
失
っ

て
何
と
い
う
言
い
ざ
ま
で
し
ょ
う
！ 

「
赤
旗
」
に
よ
れ
ば
「
積
立
金
で
の
株
価
つ
り
上

げ
は
市
場
を
ゆ
が
め
、
投
機
筋
や
銀
行
、
証
券
会
社

が
巨
額
の
利
益
を
得
る
一
方
で
一
般
投
資
家
や
労

働
者
は
苦
し
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
米
国
で
さ
え
公
的

年
金
の
株
式
運
用
は
し
な
い
。
ア
ベ
首
相
は
世
界
で

も
異
常
で
す
」
と
。
こ
ん
な
首
相
で
長
続
き
す
る
と

年
金
は
減
る
、
現
役
世
代
は
保
険
料
ア
ッ
プ
の
連
続

で
す
。 

社
会
保
障
解
体
と
戦
争
法
、
共
謀
罪
、
改
憲
、
原 

発
、
沖
縄
新
基
地
推
進
な
ど
暴
走
に
暴
走
を
重
ね

る
ア
ベ
政
権
打
倒
へ
い
よ
い
よ
次
の
総
選
挙
は
重

大
で
す
。
（
編
集
室
） 

 

 
 

伏
虎
中
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

市
は
、
市
民
会
館
と
薬
学
部
の
設
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
取
り

組
み
に
対
す
る
市
の
姿
勢
に
つ
い
て
、

疑
問
の
声
が
多
数
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
計
画
は
、
城
北
小
学
校
の
敷
地

に
建
設
中
の
小
中
一
貫
校
設
置
に
伴

い
、
伏
虎
中
学
校
の
跡
地
の
利
活
用
と

し
て
、
市
民
会
館
と
薬
学
部
を
設
置
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
に

つ
い
て
市
長
は
、
当
初
、
跡
地
に
薬
学

部
の
誘
致
を
考
え
知
事
と
話
し
合
い

を
し
て
い
た
が
、
市
民
会
館
が
現
地
で

建
て
替
え
が
難
し
い
の
で
薬
学
部
と

市
民
会
館
の
二
つ
の
施
設
を
造
り
た

い
旨
を
伝
え
た
と
話
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
、
薬
学
部
の
基
本
計
画
が
県
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
学
部

設
置
の
為
の
土
地
の
無
償
貸
与
に
係

る
議
案
が
今
回
の
議
会
に
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
元
々
は
市
民
会
館
の
設
置
が

先
に
あ
っ
た
話
で
あ
り
、
伏
虎
中
学
校

の
跡
地
に
二
つ
の
施
設
を
建
て
る
に
は

狭
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
や
市
民

会
館
の
基
本
計
画
の
中
身
が
不
透
明
な

中
で
、
先
に
薬
学
部
の
設
置
に
係
る
議

題
の
賛
否
が
問
わ
れ
れ
ば
、
市
民
会
館

設
置
に
係
る
議
論
を
狭
め
る
の
で
は
な

い
か
と
の
危
惧
が
あ
り
ま
す
。
市
民
会

館
の
機
能
が
分
か
る
基
本
計
画
が
１
１

月
ま
で
出
な
い
中
で
、
そ
の
十
分
な
議

論
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県

に
併
せ
て
計
画
を
進
め
よ
う
と
す
る
姿

勢
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
小
中
一
貫
校
の
設
置
に
よ
り

う
ま
れ
た
、
雄
湊
小
学
校
跡
地
・
本
町

小
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
長

は
そ
れ
ぞ
れ
に
も
大
学
を
誘
致
し
、
ま

ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
出
し
た
い
と
の

考
え
も
示
し
て
い
ま
す
。
雄
湊
小
学
校

跡
地
に
は
４
年
生
の
看
護
大
学
の
誘
致

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
小
学

校
跡
地
に
は
、
大
学
誘
致
と
認
定
こ
ど

も
園
併
設
の
構
想
（
園
が
併
設
で
き
な

い
場
合
は
他
の
敷
地
へ
の
建
設
を
検

討
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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